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Microsoft ISV (独立ソフトウェア ベンダー) ロイヤリティ使用許諾および頒布許諾契約の
一般製品表
Microsoft ISV ロイヤリティ使用許諾および頒布許諾契約 (以下「本契約」といいます) または Microsoft Academic ISV ロイヤリティ使用許諾および頒布許諾契約 (以下「本アカデミック契約」といいます) で定義されて使用されている用語は、本契約または本アカデミック契約あるいはその両方で定義されたものと同じ意味を持ちます。
1. ウイルスが潜む可能性のあるソフトウェア　　本契約または本アカデミック契約あるいはその両方に基づくライセンス権利は、お客様が以下の条項を遵守することを条件として許諾されます。以下の行為は禁止されます。(a) ライセンス製品、ソフトウェア付属の文書、またはその二次的著作物に、ウイルスが潜む可能性のあるソフトウェアを組み込むか、それ以外の方法で含めるか、または結合すること、(b) ライセンス製品、ソフトウェア付属の文書、またはその二次的著作物と共にウイルスが潜む可能性のあるソフトウェアを頒布すること、あるいは (c) ライセンス製品またはソフトウェア付属の文書の二次著作物の開発でウイルスが潜む可能性のあるソフトウェアを使用すること。「ウイルスが潜む可能性のあるソフトウェア」とは、直接的または間接的に、(i) ライセンス製品についてマイクロソフトまたはその供給者に義務を課す条件、もしくは課す意図を示す条件、または (ii) ライセンス製品に対する、マイクロソフトまたはその供給者の知的財産権またはその他の財産権に基づく権利または免責を、第三者に対して許諾、もしくは許諾することを意図する条件に従ってライセンスを取得したソフトウェアを意味します。ウイルスが潜む可能性のあるソフトウェアには、ソフトウェアの使用、改変または頒布の条件として、当該ソフトウェアに組み込まれている、それから派生している、もしくはそれと共に頒布されているその他のソフトウェアが、(a) ソース コード形式で開示もしくは頒布されること、(b) 二次的著作物を作成するために許諾されること、または (c) 無償で再頒布できること、を挙げているソフトウェアを含みますが、それらに限定されません。
2. ライセンスの要件　　お客様は、お客様の各エンド ユーザーとの使用許諾契約で、頒布するライセンス製品 (以下で指定される許諾条件、および本契約に基づいてお客様に提供され適用されるマイクロソフト ライセンス条項の補注で指定される許諾条件の下で適用されるとおり) ごとにエンド ユーザーに提供するライセンスの数と種類 (サーバー、クライアント アクセス、プロセッサ、デバイスなど) を指定しなければなりません。お客様は、ライセンス製品を含む統合ソリューションのエンド ユーザーへの導入ごとに、使用許諾契約で指定したライセンス製品のバージョンとエディションに対応するライセンス (クライアント アクセス ライセンス、管理ライセンスなど) の正しい数と種類を取得して頒布する責任を負うものとします。お客様は、適用されるライセンス条項に従ってライセンス製品の使用を許諾しなければなりません。
3. マスター コピーの説明　　本契約または本アカデミック契約あるいはその両方の他の条項にかかわらず、以下が適用されます。
· お客様が Microsoft Worldwide Fulfillment から入手したか、または本契約または本アカデミック契約あるいはその両方に基づいてマイクロソフトから直接お客様専用に提供されたライセンス製品は、マイクロソフトからリテール チャネルにまだ市販されていない場合でも、マスター コピーとして使用できます。
· 特定のライセンス製品のマスター コピーは、Microsoft Worldwide Fulfillment から入手できない場合があります。マスター コピーの入手に関する情報については、お客様の地域のマイクロソフト関連会社までお問い合わせください。
· Office デスクトップ アプリケーション ライセンス製品 (Office Multi Language Pack 2007、Project Professional 2007、および Visio 2007 を除きます) の場合、お客様は、お客様の統合ソリューションに組み込んで頒布する Office ライセンス製品のライセンス 50 ごとに Office ライセンス製品のマスター コピー 1 部を Microsoft Worldwide Fulfillment から入手しなければなりません。お客様は、お客様の統合ソリューションに組み込んで頒布するために Office ライセンス製品を複製することのみを目的に、マスター コピーを使用できます。当社は、Microsoft Worldwide Fulfillment の連絡先および他の情報をお客様に提供します。
4. 第三者のサイトへのリンクの説明　　統合ソリューションを作成する目的で入手したライセンス製品 (お客様が複製を組み込んでエンド ユーザーに頒布する権利を取得した製品) には、第三者のサイトへのリンクが含まれる場合があります。これらのリンク先サイトはマイクロソフトの管理下にはないため、マイクロソフトは、かかるリンク先サイトからの Web キャストまたはその他のいかなる形式の転送についても、またリンク先サイトの正常動作するかどうかについても、お客様とそのエンド ユーザーに対して責任を負いません。これらのリンク先サイトは、お客様の利便性を考慮して提供されているものであり、このようなリンクが含まれていても、マイクロソフトがそのサイトを推奨すること、またはそのサイト運営者と関連があることを意味しません。お客様はそのエンド ユーザーに対して、エンド ユーザーが、リンク先のサイトに掲載されたプライバシーに関する声明および使用条件を参照し遵守する責任を負うことを通知しなければなりません。また、お客様はそのエンド ユーザーに対して、ライセンス製品に含まれるリンクまたは別段の方法によって参照する第三者とのやり取りまたはプロモーションへの参加 (物品またはサービスの支払いも含まれます)、およびそのようなやり取りまたはプロモーションに関連付けられた条項、条件、保証、または表明は、お客様と広告主または第三者のみの間で結ばれることを通知しなければなりません。マイクロソフトはそのようなやり取りまたはプロモーションに関して、一切責任を負いません。
5. Academic Edition ライセンスの説明　　お客様が Academic Edition に基づくライセンス製品を含む統合ソリューションを頒布する場合は、以下の条件に従うものとします。
· お客様は、アカデミック契約およびアカデミック登録契約フォームに署名している必要があります。
· お客様は、Academic Edition に基づくライセンス製品が含まれる統合ソリューションを、お客様に代わって頒布する予定のお客様の関連会社 (この用語は本アカデミック契約で定義されているとおり) に対し、関連会社契約フォームとアカデミック登録契約フォームに記入するように要求する必要があります。
· お客様とその関連会社は、Academic Edition に基づくライセンス製品が含まれる統合ソリューションを導入するすべてのエンド ユーザーが、お客様またはお客様指定の関連会社が統合ソリューションを頒布する地域の適格教育エンド ユーザーの条件を満たしていることを確認しなければなりません。
適格教育エンド ユーザーの条件はアカデミック登録契約で指定されます。
6. エンベッディド メンテナンス　　お客様は、エンベッディド メンテナンス保証により、解約不能な一定の料金と引き換えに、保証期間中にマイクロソフトが提供するライセンス製品の以前に使用許諾された複製を最新バージョンにアップグレードして実行する権利を、エンド ユーザーに頒布および付与することができます。
7. Speech Server　　お客様が Microsoft Speech Server 製品の使用を許諾する場合、本契約の条項に従って Microsoft Speech Server ライセンス製品を含む統合ソリューションを作成して再許諾する権利を取得する前に、Microsoft Speech Server パートナー プログラムでメンバーシップ (Microsoft Speech パートナーとして www.microsoft.com/speech に表示される) を取得し、継続して維持しなければなりません。
8. Microsoft Office System デスクトップ アプリケーション ライセンス製品　　Office デスクトップ アプリケーション ライセンス製品 (Office Multi Language Pack 2007、Project Professional 2007、および Visio 2007 を除きます) の使用には以下の追加条件が適用されます。
· 正規デスクトップの最大数　　お客様はエンド ユーザーに対し、統合ソリューションに組み込まれた Office ライセンス製品を任意の数の正規デスクトップに提供できます。お客様が、該当する統合ソリューションを 250 台以上の正規デスクトップを保有するエンド ユーザーに提供する場合、統合ソリューションは非正規デスクトップにのみインストールして使用することができ、非正規デスクトップにインストールされる統合ソリューションの合計数は、この修正条項の発効日においてエンド ユーザーが保有する正規および非正規のデスクトップの合計数の 25% を超えることはできません。「正規デスクトップ」とは、統合ソリューションの使用を許諾されたエンド ユーザーおよびその関連会社が使用するか、それらのために使用されるパーソナル デスクトップ コンピュータ、ポータブル コンピュータ、ワークステーション、または同様のデバイスを意味します。正規デスクトップには以下のものは含まれません。(i) サーバーとして指定されパーソナル コンピュータとして使用されないコンピュータ、(ii) 業務処理専用ソフトウェア (会計士が使用する計算または経理プログラム、技術者や設計者が使用するコンピュータによる設計プログラムなど) のみを実行するシステム、(iii) 組み込みオペレーティング システム (組み込み型の Windows 9.x または Windows XP など) を実行するシステム。
9. マイクロソフト プロダクト アクティベーション テクノロジ　　お客様は、特定のライセンス製品について、ライセンス製品を組み込む統合ソリューションの一部としてそのライセンス製品を使用するために、マイクロソフト ボリューム ライセンス プロダクト キー (MVLPK) を使用する必要があります。ライセンス製品のお客様用 MVLPK の入手方法に関する情報は、Microsoft Worldwide Fulfillment からメディアでお客様に提供されます。MVLPK は機密であり、本条項で別に指定されている場合を除いて、本契約に基づく守秘義務に従うものとします。お客様は、以下のように、ライセンス製品を組み込む統合ソリューションのすべての複製に同じ MVLPK を使用できます。
· ライセンス製品のインストールで自動セットアップを起動する場合は、MVLPK がエンド ユーザーに表示されたり、エンド ユーザーが MVLPK に簡単にアクセスできたりしないように、自動セットアップ スクリプト ファイルに MVLPK を含めなければなりません。
· お客様が標準のセットアップ プログラムを使用してエンド ユーザーのためにライセンス製品をインストールする場合は、インストールを完了するために MVLPK を入力する必要があります。
· お客様がエンド ユーザーに標準のセットアップ プログラムを使用してライセンス製品をインストールすることを許可する場合は、お客様の統合ソリューションのライセンス複製をインストールするためだけに MVLPK を使用し、MVLPK を第三者に開示しないというエンド ユーザー契約に従って、お客様はエンド ユーザーに対し、インストール完了のために MVLPK を提供しなければなりません。
MVLPK が必要なライセンス製品の一覧については、www.explore.ms をご参照ください。
製品の一覧
Microsoft® BizTalk® Accelerator for HIPAA 3.3
Microsoft® BizTalk® Accelerator for HL7 1.3 

Microsoft® BizTalk® Accelerator for RosettaNet 3.3

Microsoft® BizTalk® Accelerator for Swift 2.3

Microsoft® BizTalk® Adapter Version 2.0 for mySAP™ Business Suite

Microsoft® BizTalk® Server 2006 R2 Standard and Enterprise Editions

Microsoft® Business Solutions Point of Sale Version 1.0

Microsoft® Commerce Server 2007 Standard and Enterprise Editions

Microsoft® Connected Services Framework Server 3.0

Microsoft® Connected Services Framework Server 3.0 Standard Edition

Microsoft® Content Management Server 2002 Enterprise Edition

Microsoft® Customer Care Framework 2009

Microsoft® Dynamics CRM 4.0 Enterprise and Professional Editions

Microsoft® Dynamics Point of Sale 2.0

Microsoft® ESP( 1.0 Client

Microsoft® Exchange Server 2007

Microsoft® Host Integration Server 2006

Microsoft® Identity Integration Server 2003

Microsoft® Identity Lifecycle Manager 2007

Microsoft® Internet Security and Acceleration Server 2006

Microsoft® MapPoint( 2009

Microsoft® MapPoint( Fleet 2009

Microsoft® Office Access( 2007

Microsoft® Office Business Scorecard Manager 2005

Microsoft® Office Communications Server 2007 Speech Server Standard and Enterprise Editions

Microsoft® Office Enterprise Edition 2007

Microsoft® Office Excel® 2007

Microsoft® Office Forms Server 2007

Microsoft® Office Forms Server 2007 for Internet sites

Microsoft® Office Groove® 2007

Microsoft® Office InfoPath® 2007

Microsoft® Office Multi Language Pack 2007

Microsoft® Office OneNote® 2007

Microsoft® Office Outlook® 2007

Microsoft® Office PerformancePoint( 2007 Management Reporter

Microsoft® Office PerformancePoint( Server 2007

Microsoft® Office PowerPoint® 2007

Microsoft® Office Professional Plus Edition 2007

Microsoft® Office Project Portfolio Server 2007

Microsoft® Office Project Professional 2007

Microsoft® Office Project Server 2007
Microsoft® Office Project Standard 2007

Microsoft® Office Publisher 2007

Microsoft® Office SharePoint Server 2007

Microsoft® Office SharePoint Server 2007 for Internet Sites

Microsoft® Office Small Business 2007

Microsoft® Office Visio® 2007

Microsoft® Office Word 2007

Microsoft® ProClarity( Analytics Desktop Professional 6.3

Microsoft® ProClarity( Analytics Server 6.3 

Microsoft® Search Server 2008

Microsoft® SoftGrid for Terminal Services

Microsoft® Speech Server 2004 R2

Microsoft® SQL Server( 2008 Standard, Enterprise and Workgroup Editions

Microsoft® System Center Configuration Manager 2007

Microsoft® System Center Data Protection Manager 2007

Microsoft® System Center Essentials 2007

Microsoft® System Center Essentials 2007 with SQL Server( 2005 Technology

Microsoft® System Center Mobile Device Manager 2008

Microsoft® System Center Operations Manager 2007

Microsoft® System Center Reporting Manager 2006

Microsoft® Virtual Server 2005 R2

Microsoft® Visual Studio® 2008 Professional Edition

Microsoft® Visual Studio® 2008 Standard Edition

Microsoft® Visual Studio Team System® 2008 Architecture Edition

Microsoft® Visual Studio Team System® 2008 Database Edition

Microsoft® Visual Studio Team System® 2008 Development Edition

Microsoft® Visual Studio Team System® 2008 Team Foundation Server

Microsoft® Visual Studio Team System® 2008 Team Suite

Microsoft® Visual Studio Team System® 2008 Test Edition

Microsoft® Windows Rights Management Services

Microsoft® Windows Server( 2003 Terminal Server Client Access License
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